
JSS四 国 第3回 地 方会

「超音波講演会」のお知らせ

主催 日本超音波検査学会

JSS四 国第3回 地方会を下記のとお り東温市で開催いた します.

今 回のテーマは 「超音波検査技術 このポイン トがお もしろい1」 です.日 常検査において,い ろいろな領域に

携わる機会が増 しているのではないか と思い,や や広い領域にわたる講演会 を企画いたしました.第1部 では頸

部 ・腹部動脈,四 肢動静脈の血管エコーの基礎編について,第H部 では心エ コーの応用編 として心エコー検査の実

際について解説 していただ きます.第 皿部では,乳 腺 ・甲状腺 ・頸部 リンパ節のエ コーについて基礎から症例 を含

めて解説 していただきます.多 数の皆様にご参加いただきます ようご案内申し上げ ます.

記

テーマ;『 超音波検査技術 このポイン トがおも しろい1』

日 時:2005年7月24日(日)9時30分 ～15時30分

会 場:愛 媛大学医学部 第2臨 床講堂

参加費:会 員:1,000円 非会員:3,000円

ご注意:*会 場 内へのビデオの持 ち込みはご遠慮願います,

*昼 食は事前予約のみとさせていただきますので,10日 前 までにメールにてお申 し込み ください.

*平 成歪7年度より参加費を徴収することになりま したのでご了承 ください.
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愛媛大学 医学部 第2臨 床講堂

〒791-0295愛 媛県東温市志津川

□松山自動車道 川内ICか ら車で5分

□伊予鉄道 「大手町」から 「医学部南口」

□伊予鉄バス 「松山市駅」か ら 「医学部」

*医 学部附属病院 「東出入口(時 間外出入口)」

からお入 りください,

連 絡 先:〒794-0056愛 媛 県 今 治市 南 日吉 町2-3-2ユ 菅 病 院 検 査 部 見 崎 悟

TEL:0898-32-5092(平 日15:00～16:00)

E-mail:misaki@jss,org(で き る だ けEメ ー ル で お 願 い し ま す)



JSS四 国 第3回 地方会 プログラム

7月24日(日)

時 間 内 容

9:10一 一9:30 受 付

9:30-10:30 第 工部

演題名:「 血管エ コーの実践 一頸部 ・腹部動脈,四 肢動静脈 一」

講 師:渡 邊 亮司(済 生会今治病院)

司会:武 田南美子(愛 媛大学医学部附属病院)

血管領域の超音波検査は,検 査する血管により臨床的意義や使用する探触子,ア ブ

ローチの仕方が異な ります,し たが って,解 剖学や臨床的意義 を把握することは重要

なことです,今 回は頸部,腹 部,四 肢血管の超音波検査において必要な解剖学や臨床

的意義など,基 本的な事項を症例を交えて講演したいと思います.

10:30一 一10:40 休 憩

io:no-iz:is 第∬部

演題名:「 心 エコー検査はプローブを当てる前 から始 ま っている」

講 師=高 橋 秀一(天 理ようつ相談所病院)

司会:渡 部 敬二(国 立病院機構四国がんセンター)

入室時から患者様の顔貌 様子,行 動は技師として感 じとらねばなりません.心 電図

や胸部 レントゲンの確実な読影や聴診は非常に役立つものです.さ らには,検 査中の

なにげない会話は既往歴や現病歴を知るきっかけとなります.エ コー像 も見るが患

者様を診る.そ のようなコンセプ トで検査を進めている現状と重要性を概説 します.

12:10^'13:10 昼 食 ・休 憩

13:10一 一14:40 第皿部

演題名:「 乳腺 ・甲状腺 ・頸部 リンパ節エコーの基礎」

講 師:尾 羽根範員(住 友病院)

司会:西 森美佐子(第 一病院)

体表領域の超音波検査は,高 周波探触子の充実で,よ り詳細な画像評価が可能となっ
てい ます.そ ういった超音波画像 を理解,判 読す るうえで,病 理組織のルーペ像 と対'

比することはたいへん有用です.今 回は乳腺 をはじめ甲状腺および頸部リンパ節に

おける超音波検査の基本的な内容について,症 例を中心に講演したいと思います.

14:40一 一14:50 休 憩

14:5015:30 第麗部

質問 コーナー

司会1渡 部 敬二(国 立病院機構四国がんセンター)

西森美佐子(第 一病院)

当日配布する質問用紙に,講 演内容の質問や 日常検査での疑問点などを記載していた

だ き,1～ 皿部の講師の先生方 よ りア ドバイスをいただ きます.




